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平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

平
成
30
年
第
3
回
議
会
定
例
会
報
告

　

10
月
25
日
、
当
事
務
組
合
に
お
い
て
、
第
3
回

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
決
算
な
ど
4
議
案
の
審
議

を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
、

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

【
議
案
の
概
要
】

◆
平
成
29
年
度
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
農
業
共
済

事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

　

収
益
合
計
5
億
7
，3
9
9
万
円
、
費
用
合
計

5
億
7
，0
8
2
万
円
、
純
利
益
3
1
7
万
円
の
平

成
29
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
純
利
益
は

法
定
積
立
金
な
ど
に
積
み
立
て
、
将
来
の
共
済
金

の
支
払
い
に
備
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
農
業
共
済
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
農
業
保
険
法
施
行
規
則
の
改
正
等
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
単
価
の
変
更

に
つ
い
て

　
平
成
31
年
1
月
1
日
以
降
に
加
入
い
た
だ

く
、
家
畜
共
済
の
事
務
費
賦
課
金
の
単
価
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
農
業
共
済
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

　
台
風
21
号
に
よ
る
園
芸
施
設
共
済
へ
の
被
害
に
対
し
お
支
払
い
す
る
共
済
金

2
億
6
3
8
万
円
の
ほ
か
、
総
額
で
2
億
7
，4
2
6
万
円
の
補
正
予
算
を
決
定

し
ま
し
た
。

損 益 計 算 書
収 益 費 用

資 産 負債及び資本

自：平成29年4月1日
至：平成30年3月31日　     単位：万円

貸 借 対 照 表  平成30年3月31日現在　     単位：万円

農家からいただいた掛金など 

共済事故に対する各種保険金 

共済金支払に備えるため
前年度から繰り越したお金 

家畜診療の収入 

無事戻金の交付金 

補助金など 

営業外の収入 

営業収益その他 

農家に支払った共済金 

連合会に支払った保険料など 

損害防止・損害評価の費用 

家畜診療所の運営費 

無事戻金 

事務組合の運営費 

営業外の費用 

営業費用その他  

金融機関に預けているお金 

共済掛金などの未収金 

医薬品在庫など 

固定資産
（有形・無形固定資産他） 

共済金などの未払い金

責任準備金・支払備金 

その他流動負債 

固定負債（業務・修繕引当金） 

法定積立金および特別積立金 

未処分剰余金 

12,191

23,23018,690

6,519
3,430

合計
57,399

合計
57,082

合計
83,363

合計
83,363

14,785

62,883
35,585

39,540

18,243

14,513

3,015 4,056
4,515

2,004

920

2,226

1,911

326

3,257

1,153
2,363298

4,424

410

720
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平成29年度 共済加入と被害の状況
共済目的

加入と被害の状況 農家負担掛金等と共済金・無事戻し金

①加入面積等 ②被害面積等 ①農家負担掛金等 ②支払共済金 ③無事戻し金

農
作
物

水  稲 2,744.3ha 7.0ha 529万円 212万円 149万円

麦 24.5ha 12.5ha 12万円 24万円 0円

家　畜 31,926頭
死廃   787頭
病傷 9,029件

9,010万円 2億112万円 実施なし

果
　
樹

りんご 27.7ha 0.0ha
229万円 0円 103万円

も  も 9.7ha 0.0ha

大  豆 29.1ha 13.0ha 25万円 165万円 0円

園芸施設 12,750棟 607棟 2,385万円 2,718万円 668万円

共済全体 1億2,191万円 2億3,231万円 920万円

　

台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ひ
だ
は
、
今
後
も
皆
さ

ま
の
農
業
経
営
に
お
け
る
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農業共済制度は、農家の皆さんと、国がそれぞれ負担する掛金によって成り立っています。
平成29年度は、農家の皆さんから約1億2千万円の掛金等を納めていただき、共済金と無事戻し金を合わせ
て2億4千万円を超える支払いとなりました。
※共済金…農作物などの被害に対して支払われるお金
　無事戻し金…過去3年間の被害が少なかった場合、一定の基準で戻されるお金（家畜共済を除く）

台
風
21
号
被
害
　

園
芸
施
設
共
済
の
支
払
共
済
金
は

2
億
6
百
万
円
に

　
9
月
4
日
、
東
海
、
近
畿
地
方

な
ど
広
範
囲
に
暴
風
雨
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
21
号
。
25
年
ぶ
り

に
「
非
常
に
強
い
」
勢
力
を
持
っ

て
上
陸
し
、
そ
の
後
、
列
島
を
縦

断
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ

て
は
観
測
史
上
最
大
値
と
な
る
記

録
的
な
暴
風
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
飛
騨
地
域
に
お
い
て
も
、

農
業
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な

り
、
中
で
も
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
は

非
常
に
多
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
お
い
て
、
パ
イ
プ
本
体
の
倒
壊
や
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
の
破
損
が
発
生

し
、
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

　
園
芸
施
設
共
済
の
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
っ
た
農
家
戸
数

は
4
1
6
戸
、
棟
数
と
し
て
3,
6
0
2
棟
、
支
払
共
済
金
も

2
億
6
0
0
万
円
以
上
と
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
共
済
金
は
、
10
月
31
日
に
対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ま
に
お
支
払
い
し

ま
し
た
。

被災したビニールハウス
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半
相
殺
特
定
危
険
方
式
、
樹
園
地
単
位
方
式
を
廃
止
し
ま

す
（
平
成
33
年
ま
で
は
従
来
制
度
で
加
入
で
き
ま
す
）
。

　

従
来
は
被
害
申
告
の
あ
っ
た
全
て
の
園

地
の
損
害
評
価
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
加
入
者
が
申
告
し
た
園
地
ご
と

の
収
量
を
基
に
、
組
合
が
抜
取
評
価
を
行

う
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
ご
と
に
、
地
域
の
過
去
5
か
年
の
統
計
単
位
の
中

庸
３
か
年
平
均
を
用
い
て
基
準
収
穫
量
を
設
定
し
、
当
年
の

統
計
単
収
が
基
準
収
穫
量
の
補
償
割
合
を
下
回
っ
た
場
合
に

共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」
が
平

成
31
年
か
ら
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
は
引
受
方
式
ご
と
に
補
償
割
合
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

　

こ
れ
ま
で
一
定
規
模
以
上
の
耕
作
者
に
加
入
を
義
務
付
け

る
「
当
然
加
入
制
」
で
し
た
が
、
平
成
31
年
産
か
ら
は
当
然

加
入
制
が
廃
止
さ
れ
、
選
択
に
よ
る
「
任
意
加
入
制
」
に
移

行
し
ま
す
。

※
収
入
保
険
制
度
な
ど
の
他
制
度
に
加
入
さ
れ
な
い
場
合

は
、
引
き
続
き
農
作
物
共
済
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

耕
地
ご
と
に
、
収
穫
量
が
一
定
割
合
を
超
え
て
減
少
し
た

場
合
に
共
済
金
を
支
払
う
引
受
方
式
「
一
筆
方
式
」
を
廃

止
し
ま
す
。
（
平
成
33
年
ま
で
は
従
来
制
度
で
加
入
で
き
ま

す
。
大
災
害
等
の
場
合
は
１
年
ま
た
は
２
年
延
長
あ
り
。
）

　

農
業
共
済
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
以
下
の

と
お
り
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
農
作
物
共
済（
水
稲
・
麦
）】

当
然
加
入
制
を
廃
止
し
、

任
意
加
入
制
へ
移
行

【
農
作
物
共
済
、畑
作
物
共
済（
大
豆
）】

引
受
方
式「
一
筆
方
式
」の
廃
止

【
農
作
物
共
済
、畑
作
物
共
済
、果
樹
共
済
】

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
新
設

【
畑
作
物
共
済
、果
樹
共
済
】

補
償
割
合
が
選
択
可
能
に

損
害
評
価
方
法
の
変
更

【
果
樹
共
済（
り
ん
ご
・
も
も
）】

引
受
方
式「
特
定
危
険
方
式
」等
の
廃
止

引受方式 補償内容 支払基準 補償単位 損害評価方法

一筆方式
（果樹は樹園地方式）

【平成33年産までで廃止】

　圃場（樹園地）ごとに、減収量が一定の割合を超
えた被害を補償 収穫量減収 圃場

（樹園地） 現地調査

半相殺方式 　農業者ごとに、被害圃場の減収量の合計が一定
の割合を超えた被害を補償 収穫量減収 農業者 現地調査

全相殺方式 　農業者ごとに、減収量の合計が一定の割合を超
えた被害を補償 収穫量減収 農業者 出荷資料等

品質方式(水稲)
災害収入共済方式（麦）

　農業者ごとに、減収または品質の低下に伴い、生
産金額の合計が一定の割合を超えた被害を補償

収穫量減収
かつ

生産金額減少
農業者 出荷資料等

地域インデックス方式 
【新設】

　農業者ごとに、地域統計データによる収穫量が
一定の割合を超えて減収した場合に被害を補償 収穫量減収 農業者 統計データ

※ 農作物共済では、それぞれの方式に一筆半損特例（一筆が50％以上の圃場は50％の減収として支払い、圃場ごとの深い被害を
補償する）が設定可能（オプション）。

◆引受方式一覧（農作物、畑作物、果樹共済）

農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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の
事
故
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
畜
商
に
売
却
し
た
牛
が
、
と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診
断

さ
れ
た
場
合
も
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

期
首
に
年
間
の
飼
養
計
画
で
加
入
し
、
期
末
に
飼
養
実
績

に
応
じ
て
掛
金
を
調
整
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
農
家
は
初
診
料
の
額
を
自
己
負
担
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
32
年
１
月
加
入
か
ら
は
、
初
診
料
を
含
め
た
診

療
費
の
１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
被
覆
材
を
被
覆
し
て
い
な
い
期
間
も
加

入
で
き
る
よ
う
補
償
を
拡
充
し
、
短
期
加
入
を
廃
止
し
ま
す
。

　

１
棟
ご
と
の
損
害
額
が
、
加
入
者
ご
と
に
選
択
し
た
小
損

害
不
て
ん
補
の
金
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
都
度
共
済
金

を
支
払
い
ま
す
。

①
３
万
円
、
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％

  

（
旧
制
度
で
は
、
共
済
価
額
の
10
％
）

②
10
万
円

③
20
万
円

　

新
制
度
に
よ
る
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
は
、
平
成
31
年
１

月
１
日
よ
り
可
能
で
す
。
早
期
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
N
O
S
A
I
ひ
だ
園
芸
施
設
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

た
が
、
改
正
後
は
現
行
の
補
償
割
合
を
上
限
と
し
て
３
段
階

か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
大
豆
の
全
相
殺

方
式
は
９
・
８
・
７
割
か
ら
、
半
相
殺
方
式
は
８
・
７
・
６

割
か
ら
、
果
樹
の
半
相
殺
総
合
一
般
方
式
は
７
・
６
・
５
割

か
ら
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
両
共
済
と
も
に
９
・

８
・
７
割
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
死
廃
事
故
と
病
傷

事
故
は
セ
ッ
ト
で
の
補
償
で
し
た

が
、
分
離
し
て
選
択
加
入
が
可
能

と
な
り
、
補
償
割
合
も
そ
れ
ぞ
れ
選
択
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
死
廃
事
故
は
、
全
て
期
首(

加
入
時)

で
の
評

価
額
で
共
済
金
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
々
価
値
が
増

加
す
る
棚
卸
資
産
的
家
畜
（
育
成
乳
牛
・
肥
育
牛
等
）
は
死

廃
事
故
時
の
評
価
額
で
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。
な
お
、
固

定
資
産
的
家
畜
（
搾
乳
牛
・
繁
殖
用
雌
牛
等
）
は
期
首
時

（
加
入
時
）
の
評
価
額
を
用
い
ま
す
。

　

家
畜
の
導
入
後
２
週
間
以
内(

待
期
間)

の
事
故
は
原
則
補

償
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
畜
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ

れ
、
導
入
ま
で
の
期
間
が
１
週
間
以
内
の
場
合
、
導
入
直
後

【
園
芸
施
設
共
済
】

1
年
未
満
の
短
期
加
入
を
廃
止
し
、

周
年
加
入
に
移
行

【
家
畜
共
済
】

死
亡
廃
用
共
済
と
病
傷
共
済
の

分
離
加
入
が
可
能
に

死
廃
事
故
に
お
け
る
家
畜
の

補
償
金
額
の
拡
充

小
損
害
不
て
ん
補
の
金
額（
基
準
）が

選
択
可
能
に

待
期
間
事
故
の
取
り
扱
い
の
拡
充

掛
金
の
期
末
調
整
の
実
施

診
療
費
に
か
か
る
農
家
負
担
の
見
直
し

新
制
度
で
の
加
入
は
１
月
１
日
か
ら
可
能

牛
白
血
病
の
補
償
拡
充

事　業 見直される主な内容 実施時期
●農作物共済 当然加入制を廃止し、任意加入制へ移行 平成31年産から
●農作物共済
●畑作物共済 一筆方式の廃止 平成33年産まで

●果樹共済
特定危険方式、樹園地単位方式の廃止 平成33年産まで

損害評価方法の変更 平成31年産から
●農作物共済
●畑作物共済
●果樹共済

地域インデックス方式の新設 平成31年産から

●畑作物共済
●果樹共済 補償割合が選択可能に 平成31年1月加入から

●家畜共済
診療費にかかる農家負担の見直し
（病傷事故の1割負担） 平成32年1月加入から

上記以外の見直し 平成31年1月加入から

●園芸施設共済
短期加入を廃止し、周年加入へ移行

平成31年1月加入から
小損害不てん補金額の見直し

◆見直しのスケジュール
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NOSAI 建物共済加入のご案内

  1. 個人的感情。
  5. 人口上位2％の知能指数を有する者の交
流目的の非営利団体。

  6. 日本の貨幣単位。
  7. どこもかしこも。だれもかれも。
  9. 合議して決めるために、まず作られた案。
11. ゆるやかなことときびしいこと。
13. 旅行中の出来事・見聞・感想などを記し
たもの。

  1. 助けがなく、まわりが敵・反対者ばかりで
あること。

  2. ４大スピリッツの一つ。テキーラ・ラム・
ウオッカ・○○。

  3. 「みだれ髪」が有名な歌人。
  4. 多くの民。
  6. 岐阜県南東部の市。中山道の宿駅。
  8. 金銭の融通・かねまわり。
10. 自然の現象に人の運命をあてて、吉凶を
判断すること。

12. 初々しくて、世間慣れがしていないこと。

1 2 3 4

5

11

6

87

D

E

C

9 10

13

12

C

B

A

クロスワードパズル
前回の解答

前回の正解は、「ウミビラキ」でした。
厳正な抽選の上、10名の方へ前号「自慢の
逸品」で紹介しました、低温スチーム野菜の
ペースト詰め合わせをお贈りさせていただき
ました。おめでとうございます。

お寄せいただきましたご意見・ご感想
などは、こだまコーナーに掲載させて
いただくことがあります。

頭の体操

応募ハガキの書き方
〒506-0052

〒

　住
所
・
氏
名

　
　電
話
番
号

ご
意
見
・
ご
感
想 

な
ど

（横書きでも良いです）

高
山
市
下
岡
本
町

答
え

　○
○
○
○
○

N
O
S
A
I
ひ
だ

広
報
係 

宛
2115

答えは
なんでしょう？

1月4日必着〆切

あ と が き

よこのカギ

たてのカギ

ご応募をお待ちしています!

A B C D E

　右のクロスワードパズルを解き、Ａ～
Eを順に並べてできることばを答えてく
ださい。
　正解者の中から抽選で１０名の方に、
「がんばってます！」で紹介しました「野
中農場のジャムセット」をプレゼント！！

NOSAI 建物共済のメリット

NOSAI 建物・農機具共済推進協議会  飛騨支部
ＴＥＬ（0577）35-0853　ＦＡＸ（0577）35-0388

お申込・お問い合わせ先

ご存知ですか？
　昨年（平成29年）の全国における建物火災は約2５分に1件、1日あたり約59件、その
うち、住宅火災は約46分に1件、1日あたり約3１件発生しています。
　また、風水害などの自然災害やいつ発生するかわからない地震災害も心配です。
ＮＯＳＡＩの建物共済は農家のみなさまの味方として、火災共済と総合共済があります。
『備えあれば憂いなし 』です。ぜひご加入ください。

●火災共済
１棟当たり最高6,000万円まで加入できます（家具類・農機具類を含めて）

　お支払いできる事故は、①から⑧の事故です。
①火災、②落雷、③破裂・爆発、④建物外部からの物体の落下・衝突、建物内部での車両又は積
載物の衝突又は接触、⑤他人の住居からの水漏れ、⑥盗難によるき損又は汚損、⑦騒じょう等
に伴う破壊等、⑧消火活動による損害

（掛金は一般木造住宅で１万円当たり6.7円。用途や構造によって異なります）

●総合共済
１棟当たり最高4,000万円まで加入できます（家具類・農機具類を含めて）

　お支払いできる事故は、火災共済の①～⑧の事故に加え、⑨から⑫の事故がプラスされます。
⑨地震・噴火、⑩風水害、⑪土砂崩れ・地すべり、⑫その他の自然災害

（掛金は一般木造住宅で１万円当たり23.5円で、用途や構造によって異なります）

●火災共済＋総合共済で１棟当たり最高１億円まで加入できます

◎ 毎年更新のため、新築や改築などの変化に応じて見直しができます。
◎ 共済金に各種費用をプラスして補償します。

▶残存物取片付け費用（上記の①～⑧、⑩～⑫の事故により生じる建物の取りこわし・清掃
等に要する費用）を共済金の10％を限度としてお支払します。（実費の範囲内）

▶特別費用として、上記の①～⑧、⑩～⑫の事故で80％以上の損害となった場合、加入共済
金額の10％（200万円を限度）をお支払いします。

▶その他として、損害防止費用、地震火災費用、失火見舞費用があります。
◎ 新価特約、臨時費用担保特約、小損害実損てん補特約、収容農産物補償特約等があります。
◎ 農業保険法に基づいて運営されていますので安心です。

※加入額や補償内容等について、お気軽にお問合せください。
「根っこ」4月号（Vol.161）でもご案内していますのでご覧ください。

昨年（平成29年）における火災の状況（総務省 消防庁 報道資料）
①建物火災は前年より374件増の21,365件、住宅火災は前年より54件増の11,408件
②出火原因の第1位は『たばこ』（9.4％）、第2位は『放火』（9.0％）、第3位は『こんろ』（7.7％）となって

います。『放火』及び『放火の疑い』を合わせると14.8％と『たばこ』を大きく上回っています。

参考

（飛騨農業共済事務組合内）
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  1. 個人的感情。
  5. 人口上位2％の知能指数を有する者の交
流目的の非営利団体。

  6. 日本の貨幣単位。
  7. どこもかしこも。だれもかれも。
  9. 合議して決めるために、まず作られた案。
11. ゆるやかなことときびしいこと。
13. 旅行中の出来事・見聞・感想などを記し
たもの。

  1. 助けがなく、まわりが敵・反対者ばかりで
あること。

  2. ４大スピリッツの一つ。テキーラ・ラム・
ウオッカ・○○。

  3. 「みだれ髪」が有名な歌人。
  4. 多くの民。
  6. 岐阜県南東部の市。中山道の宿駅。
  8. 金銭の融通・かねまわり。
10. 自然の現象に人の運命をあてて、吉凶を
判断すること。

12. 初々しくて、世間慣れがしていないこと。

1 2 3 4

5

11

6

87

D

E

C

9 10
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C

B

A

クロスワードパズル
前回の解答

前回の正解は、「ウミビラキ」でした。
厳正な抽選の上、10名の方へ前号「自慢の
逸品」で紹介しました、低温スチーム野菜の
ペースト詰め合わせをお贈りさせていただき
ました。おめでとうございます。

お寄せいただきましたご意見・ご感想
などは、こだまコーナーに掲載させて
いただくことがあります。

頭の体操

応募ハガキの書き方
〒506-0052

〒

　住
所
・
氏
名

　
　電
話
番
号

ご
意
見
・
ご
感
想 

な
ど

（横書きでも良いです）

高
山
市
下
岡
本
町

答
え

　○
○
○
○
○

N
O
S
A
I
ひ
だ

広
報
係 

宛
2115

答えは
なんでしょう？

1月4日必着〆切

あ と が き

よこのカギ

たてのカギ

ご応募をお待ちしています!

A B C D E

　右のクロスワードパズルを解き、Ａ～
Eを順に並べてできることばを答えてく
ださい。
　正解者の中から抽選で１０名の方に、
「がんばってます！」で紹介しました「野
中農場のジャムセット」をプレゼント！！

　

今
年
の
夏
は
、
直
売
所
で
売
っ

て
い
た
ス
イ
カ
を
買
っ
て
、
子
供

と
ス
イ
カ
割
り
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

（
高
山
市
片
野
町  

藤
田
有
里
絵
さ
ん
）

　
「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
」
の
ト
マ
ト

栽
培
の
西
上
さ
ん
、
若
い
方
が
元

気
が
い
い
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

（
飛
騨
市
古
川
町  

佐
藤
澤
子
さ
ん
）

　

今
年
の
暑
さ
に
は
閉
口
し
ま
し

た
。
毎
年
自
家
用
の
と
う
も
ろ
こ

し
を
何
回
か
に
わ
け
て
作
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
日
照
り
に
負
け

た
り
、
カ
ラ
ス
除
け
の
ネ
ッ
ト
を

張
っ
た
り
と
大
変
で
し
た
。

（
下
呂
市
萩
原
町  

今
井
裕
子
さ
ん
）

　

ひ
だ
び
と
自
慢
の
逸
品
の
「
低

温
ス
チ
ー
ム
野
菜
」、
一
度
食
し
て

み
た
い
で
す
。
単
身
赴
任
中
の
息

子
に
も
送
っ
て
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
高
山
市
上
宝
町  

石
田
冨
次
雄
さ
ん
）

　

素
朴
な
味
わ
い
の
あ
る
花
火
の

写
真
だ
と
思
い
ま
し
た
。
下
呂
の

花
火
を
実
際
に
見
た
く
な
り
ま
し

た
。（

飛
騨
市
宮
川
町  

森
下
育
美
さ
ん
）

　

は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
孫
の
声

が
電
話
の
向
こ
う
か
ら
「
稲
刈
り

行
く
よ
！
」
と
。
よ
う
や
く
雨
が

上
が
る
中
嬉
し
く
響
い
た
声
で
し

た
。

（
高
山
市
上
宝
町  

増
井
万
知
子
さ
ん
）

　

毎
号
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
頂

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
義
姉
、
娘
達
に
田
ん
ぼ
の
雑
草

取
り
、
稲
の
手
刈
り
や
ハ
サ
干
し

な
ど
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
と
て
も

助
か
り
有
り
難
か
っ
た
で
す
。

（
高
山
市
三
福
寺
町  

牛
丸
由
美
子
さ
ん
）

　

七
月
の
大
雨
で
用
水
路
が
埋
ま

り
、
稲
穂
が
出
始
め
た
時
期
、
皆

で
必
死
に
応
急
処
置
。
数
日
で
水

田
に
水
を
張
る
事
が
で
き
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

（
下
呂
市
金
山
町  

日
下
部
敏
光
さ
ん
）

　

三
十
二
年
に
は
、
県
内
の
組
合

が
合
併
と
の
事
。
自
分
に
度
量
が

な
い
の
か
、
考
え
が
古
い
の
か
淋

し
い
限
り
で
す
。
今
の
ま
ま
で
い

い
と
思
い
ま
す
が
、
名
分
を
つ
け

て
経
費
節
減
で
す
ね
。

（
高
山
市
朝
日
町  

長
瀬
仁
さ
ん
）

こ
だ
ま

〜 
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す 

〜

　今年は例年よりも多く台風が発生
しました。９月には台風21号が襲来し、
飛騨地域の農業においては、田畑や
園芸施設に甚大な被害となりました。
被災された皆様には、心よりお見舞い
申し上げます。
　先日、私の住む町内で「秋餅会」が
開かれました。当日は町内のみなさん
に、あんころ餅ときな粉餅、それに豚
汁の振る舞いがあり、久々に秋の味
覚を味わうことができました。私は美味
しさのあまり、お餅を10個も頂き、お腹
も心も満足した一日となりました。
　秋は「読書の秋」や「スポーツの
秋」もありますが、やはり私は「食欲の
秋」が一番好きです。
　寒い冬が少しずつ近づいてきます
が、みなさんお体にご留意され、美味
しい物をいっぱい食べてこれからの
季節を乗り切りましょう!　  　（井上）
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高
山
市
上
宝
町
で
野
中
農
場
を
営
む

野
中
峯
男
さ
ん
（
62
歳
）、
一
彰
さ
ん

（
37
歳
）
親
子
を
訪
ね
ま
し
た
。

Q 

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

峯
男
さ
ん　

両
親
が
高
齢
に
な
っ
た
た

め
、
脱
サ
ラ
し
て
30
代
後
半
に
就
農

し
ま
し
た
。
水
稲
20
ア
ー
ル
、
ト
マ

ト
10
ア
ー
ル
、
果
樹
20
ア
ー
ル
を
引

き
継
ぎ
、
ト
マ
ト
を
中
心
に
経
営
規

模
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

一
彰
さ
ん　

父
の
背
中
を
見
て
育
ち
、

自
然
と
農
業
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
長
野
の
農
業
大
学
校
を
卒
業

と
同
時
に
、
両
親
の
も
と
で
就
農
し

ま
し
た
。

Q 

現
在
の
経
営
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い

峯
男
さ
ん　

水
稲
１
．１
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
作
付
け
る
他
、
ト
マ
ト
66
ア
ー
ル

と
、
り
ん
ご
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど

果
樹
60
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
　

収
穫
し
た
果
樹
は
ジ
ュ
ー
ス
と

ジ
ャ
ム
に
加
工
し
て
販
売
も
し
て
い

ま
す
。

Q 

仕
事
の
分
担
に
つ
い
て

峯
男
さ
ん　

主
に
ト
マ
ト
と
水
稲
を
私

がんばってます。
野 中 農 場

野中 峯男さん
     み ね お

高山市上宝町

野中 一彰さん
    か ず あ き

ブルベーリーとカシスのミックスジャム

が
担
当
し
、
果
樹
を
息
子
が
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
　

主
力
作
物
で
あ
る
ト
マ
ト
は
、
定

植
時
や
収
穫
時
に
一
緒
に
作
業
を
し

て
い
ま
す
。

Q 

農
業
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
？

峯
男
さ
ん　

作
付
す
る
年
初
め
と
収
穫

す
る
時
の
喜
び
で
す
ね
。

一
彰
さ
ん　

直
売
所
で
い
た
だ
く
、
お

客
さ
ま
か
ら
の
「
美
味
し
い
」
と
の

言
葉
が
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
り
ま

す
。

Q 

仕
事
以
外
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

峯
男
さ
ん　

帰
省
す
る
孫
た
ち
と
過
ご

す
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
目
標
・
抱
負
は
？

峯
男
さ
ん　

集
落
の
高
齢
化
に
伴
い

荒
れ
て
い
く
農
用
地
の
増
加
を
何
と

か
食
い
止
め
て
、
次
世
代
の
た
め
に

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
彰
さ
ん　

果
樹
の
収
量
を
ア
ッ
プ
し
、

収
入
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
ジ
ュ
ー

ス
と
ジ
ャ
ム
の
販
売
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
。

Q 

息
子
さ
ん
に
一
言

峯
男
さ
ん　

経
営
移
譲
に
向
け
て
、
農

場
主
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

野
中
農
場

TEL 

０
５
７
８-

８
６-

２
６
８
２

農家の皆様へのお知らせ、事業内容の紹介、情報開示などを掲載しています。情報は随時更新をしていますので、
ぜひご覧ください。また、「根っこ」のバックナンバー（平成26年度以降）についてもご覧いただけます。

NOSAIひだのホームページ！！

ホームページアドレス  http://www.nosai-hida.jp/

NOSAIひだ 検索


